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学位論文内容要旨 

 

論文題目  母乳育児支援モデルの開発に関する研究 

－授乳期の女性の酸化ストレスおよび抗酸化力に着目して－ 

 

教育研究分野 ： 健康支援看護学分野 性生殖看護学・助産学研究領域 

氏   名 ： 藏本 直子 

 

第 1 章 緒言 

酸化ストレスとは，生体内の活性酸素やフリーラジカルの産生と生体に備わっている抗酸化酵素や

抗酸化物質による抗酸化防御システムのバランスが崩れて，酸化優位に傾いている状態のことである。

周産期の酸化ストレス研究は妊娠合併症である妊娠高血圧症候群や妊娠糖尿病の病態解明や予防に関

する報告が多い。産褥期の自己免疫疾患の悪化には酸化ストレスの関与が示唆されており，育児に伴

い生活が大きく変化する産褥期の酸化ストレスを評価することは母体の健康管理上，重要であると考

える。また，母乳は児にとって生後 6 ヶ月間における最適な成長と発達のための理想的な栄養である

が，近年，栄養成分の他にも抗酸化物質が多数含まれていることが指摘されている。これらの物質は

新生児や乳児の消化管において活性酵素の除去に作用している。しかしながら，産褥期の酸化ストレ

スに関する研究は少なく，母体の酸化ストレスと母乳の抗酸化能との関連を検討した研究もほとんど

ない。そこで本研究では酸化ストレスおよび抗酸化力に着目した母乳育児支援モデルを開発するため

に，産後 3 か月までの酸化ストレスと抗酸化力，母乳の抗酸化能を評価し，産褥期の酸化ストレスと

抗酸化防御機構について明らかにすること，そして各バイオマーカーと，産後 1 か月と産後 3 か月の

母体の栄養摂取状況や日常の身体活動量との関連について検討すること，加えて授乳方法や乳房状態

などの母乳育児に関する項目と母乳の抗酸化能との関連について検討することを目的とする。  

第 2 章 産後 3 か月までの授乳婦の酸化ストレス状態と母乳の抗酸化能に関連する要因 

[方法] 妊娠経過が正常であり，経腟分娩した褥婦 47 名を対象とした。調査期間は 2012 年 6 月から

2013 年 4 月であった。血液と母乳の採取は産褥早期（4～5 日），産後 1 か月，産後 3 か月の 3 回実施

した。採取した検体は 72 時間以内に F.R.E.E.（Free Radical Evaluator）で，血液は酸化ストレス度（以

下 d-ROMs 値）と抗酸化力（以下 BAP 値）を，母乳は抗酸化能（以下母乳 OXY 値, 母乳 BAP 値）を

測定した。診療録および助産録から個人特性に関する基本的情報を収集した。また，産後 1 か月と産

後 3 か月の 2 時点で食事記録法と質問紙による身体活動量調査を実施した。倫理的配慮は名古屋市立

大学看護学部研究倫理委員会の承認（承認番号 12008）を得て実施した。 

[結果] d-ROMs 値は産褥早期が高く，産褥日数が経過するにつれて低下したが（p<.001），産後 3 か

月の d-ROMs 値は正常域よりもまだ高値であった。一方，BAP 値は産褥早期から産後 1 か月にかけて

上昇し（p<.001），ほぼ正常域まで上昇した。母乳 OXY 値と母乳 BAP 値は，産後 3 か月までは日数が

経過するにつれて漸次低下した（p<.001）。母体の d-ROMs 値と母乳 OXY 値, 母乳 BAP 値との間に相



関は認められなかった。産褥早期の母体の BAP 値は，母乳 BAP 値と弱い相関がみられた（p<.05）。

栄養摂取状況については，ほとんどの栄養素が産後 1 か月から産後 3 か月にかけて低下していた。産

後 1 か月の d-ROMs 値と野菜・果物摂取量の間には負の相関が認められた（p<.05）。代表的な抗酸化

栄養素摂取量と d-ROMs 値，BAP 値に相関はみられなかった。母乳 OXY 値および母乳 BAP 値と抗酸

化栄養素摂取量，野菜・果物摂取量との間に相関はみられなかった。また，産後 1 か月から産後 3 か

月の身体活動量の変化は d-ROMs 値と BAP 値には影響していなかったが，身体活動量の増加群では減

少群と比べて母乳 OXY 値が高値であった（p<.05）。 

[考察] 産褥期の酸化ストレスと抗酸化防御機構は，酸化ストレス度よりも抗酸化力が早期に改善す

ることや抗酸化力は産後 1 か月程度で回復することが明らかとなった。また，産後 3 か月でも母乳は

人工乳よりも抗酸化能が高かったことから，乳児の酸化ストレスを抑制するためにも母乳育児を支援

することは重要であると考えた。産後の栄養摂取状況は低下しているものの，野菜と果物の摂取は酸

化ストレスの低下に有効であることが示唆された。また，産後の身体活動量の増加は酸化ストレスと

抗酸化力の観点からは身体への負荷は少なく，さらに母乳の抗酸化能には有効である可能性が示唆さ

れた。 

第 3 章 産後 3 か月までの母乳の抗酸化能と授乳方法および乳房の状態との関連 

[方法] 妊娠経過が正常であり，経腟分娩した褥婦 97 名（2011 年: 50 名, 2012 年: 47 名）を対象とし

た。母乳の採取は 2011 年が産褥早期と産後 1 か月の 2 回実施し，2012 年が産褥早期と産後 1 か月，

産後 3 か月の 3 回実施した。採取した検体は F.R.E.E.で母乳の抗酸化能（母乳 OXY 値）を測定した。

各時期の母乳の採取時には乳頭や乳輪部，乳房の状態を観察するとともに乳汁分泌状態を把握した。 

[結果] 母乳 OXY 値は，産褥早期から産後 1 か月までは母乳群より母乳不足群の方が高値であった

が（p<.05），産後 3 か月では母乳群と母乳不足群に差は認められなかった。乳頭損傷や乳腺炎などの

乳房トラブルの罹患は母乳 OXY 値に影響していなかった。 

[考察] 母乳の抗酸化能は母乳分泌量に影響することが示唆された。母乳分泌量が少ない場合には，

授乳量に対して相対的に抗酸化能が高くなり，児に効果的に抗酸化物質を与え得るのではないかと考

えられた。しかし，授乳期間中の母乳分泌量は母乳群の方が総計的には多くなることが推察され，母

乳の抗酸化能を十分に発揮するためにはできるだけ長く母乳育児を行うことが望ましいと考えた。乳

頭損傷や乳房トラブルは母乳の抗酸化能には直接的には影響はしないが，母乳育児の確立に影響する

因子であり，間接的に母乳育児に影響を及ぼす可能性が示唆された。 

第 4 章 酸化ストレスと抗酸化力に着目した母乳育児支援モデルの開発 

本研究で得られた知見を統合して，酸化ストレスと抗酸化力に着目した母乳育児支援モデルを作成

した。母乳育児確立までの支援策は，①母乳育児の準備段階における支援，②母乳育児の開始段階の

支援，③母乳育児の継続段階の支援の 3 段階から構成されている。各々の支援は時間軸に沿って段階

的に実施されるが，従来からの母乳育児支援が基盤となり，母乳育児の確立に向けて発展的に展開さ

れる。この母乳育児支援モデルを活用することによって，母乳育児の確立だけでなく，授乳期の女性

の酸化ストレスの軽減と抗酸化防御機構の向上にもつながると考える。
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